
○長崎県の刑法犯認知件数の推移

◎ 令和７年の刑法犯認知件数は4,209件（前年比＋200件）であり、5年連続で増加
◎ 罪種別で最も増加しているのは、知能犯であり、その中でも詐欺罪が増加している。
（806件認知、前年比＋146件）

◎ 窃盗犯の侵入盗が増加している。（216件認知、前年比＋38件）
◎ 粗暴犯の傷害も増加している。（166件認知、前年比＋31件）

R７の刑法犯認知件数の内訳

R７の犯罪率が低い方からの順位
① 岩手県（292.7件） ④ 長崎県（336.2件）
② 秋田県（295.1件） ⑤ 島根県（338.5件）
③ 山形県（315.6件）

※犯罪率とは、人口10万人あたりの刑法犯認知件数をいう。
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１　認知件数（内訳含む）の推移（過去５年間）

２　被害額（内訳含む）の推移（過去５年間）

○令和７年SNS型投資詐欺・ロマンス詐欺事件の認知状況

【過去５年間の概況】

○ニセ電話詐欺事件の認知状況

※「その他」とは、金融商品詐欺、交際あっせん詐欺、ギャンブル詐欺など６手口がある。

【令和６年との比較】

○無施錠による被害状況
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